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長岡京市地域公共交通協議会部会
令和７年度検討 参考資料

⚫ ②需要の把握について 関連資料 P.9～11

⚫ ③サービス拡充の可能性について 関連資料 P.12～21

⚫ ①評価指標について 関連資料 P.2～8

⚫ ④利用者増の取組みについて 関連資料 P.22~24

資料２



【参考】各公共交通の役割

タクシー
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長岡京市の公共交通の目指す方向性
（長岡京市地域公共交通ビジョンの
「公共交通の役割分担図」を基に編集）

近い ← 移動距離 → 遠い

少
な
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←
輸
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→
多
い

鉄道
（JR、阪急）

• 京都市や大阪方面への広域的
な移動を担う

• 鉄道駅は市の玄関口であり、
都市機能が集積している市の
拠点である

路線バス

• 市内移動の幹線的な役
割を担う
※主に住宅地と駅や駅
周辺間を運行

• ターゲット層は通勤通
学客

コミュニティ
バス

• 公共交通空白地域の解消、多様な世代
の外出支援のための移動手段

• 路線バスを補完する役割を持つ
• 福祉的な要素もある
• ターゲット層は昼間人口（高齢者等）

＜第23回地域公共交通会議資料より＞

①評価指標について 関連資料
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はっぴぃバスの事業指標

項目 指標 備考

事業の目的 公共交通空白地域の解消

多様な世代の外出支援 乗込み調査、祝日運行等

利用状況 利用状況（北東コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

利用状況（西コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

利用状況（北西コース）
1便あたりの乗車人員
11.3（人/便）

＜参考指標＞
収支状況

収支率（全体）
前年度収支率と比較して改善さ
れたか

＜第6回地域公共交通協議会資料より＞

①評価指標について 関連資料



⚫ 事業の目的が達成されているかを評価

事業目的は、

①公共交通空白地域等の解消

②多様な世代の外出支援
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事業の目的に関する評価

事業目的 評価

公共交通空白地域等
の解消

事業前後で交通空白地域の解消度合を比較
（以後、変化がないか定期的に検証）

多様な世代の
外出支援

利用者の外出頻度の状況を調査
はっぴぃバスがどの程度貢献しているか検証

⚫ 事業目的ごとに以下のような評価を実施

＜第6回地域公共交通協議会資料より＞

①評価指標について 関連資料
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事業評価指標実績の推移①
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①評価指標について 関連資料
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事業評価指標実績の推移②
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①評価指標について 関連資料



公共交通空白地域等の解消
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市街化区域
面積

公共交通
空白地域面積

解消率

958ha 111ha 88.4%

はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス西コース
はっぴぃバス北西コース

はっぴぃバス単独の停留所：

①評価指標について 関連資料
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コミュニティバスの評価指標（他市事例）
「箕面市オレンジゆずるバス再編計画」より

・指標設定の意味を記載
・基準値の設定の趣旨を
記載

・見直しの基準として、
達成や未達成の場合の
対応を記載

①評価指標について 関連資料



はっぴぃバスの利用状況
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滝ノ町

乗車の多いはっぴぃバス停
（R6年度 2,000人以上）

JR長岡京駅
西口

京都
済生会
病院

阪急
長岡
天神駅

西の京

千春会
病院前

一文橋

②需要の把握について 関連資料



市内タクシーの利用状況
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下海印寺

長岡2

開田4

一文橋

開田1

滝ノ町

神足2

調子3

奥海印寺

天神1 開田3 開田2

友岡川原

アプリ迎車の多い住所
（R6.10～R7.9 2,000件以上）

②需要の把握について 関連資料
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おでかけいけるん号の利用状況

おでかけいけるん号（ピストン便）

さつき整骨院前

万代長岡天神店前

中央公民館前

ヤスイカメラ前

健幸すぽっと

停留所 件数

送
り
便

健幸すぽっと（発） －

ヤスイカメラ向い 174

中央公民館向い 358

万代長岡天神店向い 257

さつき整骨院前（着） 416

合計 1205

迎
え
便

さつき整骨院前（発） 386

万代長岡天神店前 352

中央公民館前 429

ヤスイカメラ前 372

健幸すぽっと（着） －

合計 1539

利用状況（R7.4～R7.11）

②需要の把握について 関連資料



はっぴぃバス・東部バス 市の見解・対応等

神足木寺町付近へ東部バスの停留場設置の検討状況は
・実施へ向けて調整を進めている。
→R5.2「神足稲葉」バス停新設。

はっぴぃバスの午前便と午後便の間、昼間の運行がな
い時間帯があるが、シフトの調整等により対応できな
いか。

・3ルート化に際して、3便の運行間隔を均等にした事や、運
転士の休憩時間の確保といった必要性から、現在のダイヤと
なっている。

はっぴぃバスの京都済生会病院との連携のような取り
組みを、他の施設でも実施できないか。

・連携の可否は施設や事業所の意向によるところで、現状で
は見通しはないが、可能性を探っていきたい。

はっぴぃバスの新たな路線として、弓場街道からセブ
ン通りを通ってアゼリア通り、済生会病院へ至るルー
トの検討を。

・運転士の確保や財政的な課題、経路の幅員や交通安全上の
課題、既存の公共交通に与える影響等、慎重に検討する必要
がある。

一文橋2丁目地内のロータリー、乙訓橋西詰等、宅地
に近い平地にはっぴぃバス停留所を置けないか。

・交差点やその付近へのバス停設置は認められない等、基準
上の制約や、運行時間の制約等、現状では困難。

各中学校前にはっぴぃバス停留所を設置し、中学生が
利用する際には割引等の検討を。

・新たなバス停の設置については、運行時間の制約から他バ
ス停の廃止の可能性等、課題がある状況。

はっぴぃバス「南平尾」停留所を元の位置に戻せない
か。

・様々な条件に適合するよう調整した結果の設置箇所であり、
現状では更なる移設の見通しはない。

コロナ禍を経てはっぴぃバスの収支率についても回復
を図る事が重要。

・活用を図り利用を伸ばしながら更に改善に努めていく。
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意見・要望等
＜第5回地域公共交通協議会資料より＞

③サービス拡充の可能性について 関連資料



13

⚫ はっぴぃバス利用意向調査での御意見等

・ 土休日の運行

・ 午前と午後それぞれに逆の循環を入れてほしい

・ 便数を減らさず存続を

・ バス停が家に近く、助かっている

・ 回数券をネットで買えるように

・ 駅に向かいたいが、済生会病院以外に行きにくくなった

・ 高齢者は通院、買い物ともに朝が早く、夕刻に利用することはあまりない

・ 高齢者や障害者や学生の足を奪わないでほしい、海外では公共交通は赤字で当たり前

・ 長いがドライブ感覚でよい

・ 冬休みや夏休みの無料期間が気に入っている

・ バスの車外の右回り左回りの経路表示が分かりにくい

意見・要望等
＜はっぴぃバス利用意向調査より＞

③サービス拡充の可能性について 関連資料



0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1便目 2便目 3便目 4便目 5便目 6便目 7便目 8便目

乗車数（全体）

ＪＲ長岡京駅（西口）

阪急長岡天神駅

京都済生会病院

その他

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

1便目 2便目 3便目 4便目 5便目 6便目 7便目 8便目

降車数（全体）
ＪＲ長岡京駅（西口）

阪急長岡天神駅

京都済生会病院

その他

14

はっぴぃバス運行間隔の変更（R7.3実施）

3便 3便2便

3便 3便 2便

2便 2便2便 2便

案①

案②

案③

案①

案②

案③

3便 3便2便

3便 3便 2便

2便 2便2便 2便

③サービス拡充の可能性について 関連資料

＜第6回地域公共交通協議会資料より＞
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＜利用状況＞
・全体を通して午前中の利用者が多い
・1～3便目までは行き利用（住宅地から目的地）が多い
・4便目はどちらも拮抗、5便目以降は帰り利用（目的地から住宅地）が多い

＜変更案の選択＞
・夜の需要は少ないため、終バスの時間は繰下げ過ぎない
・朝の便を繰下げると終バスが繰下がるため、上記の利用状況から1～3便目は
維持し、4便目もなるべく早い時間に運行する

・1日の中で利用の多い午前から昼間にかけての時間帯に運行本数が多くなる
ように設定

案②（3・2・3便）

＜変更案検討の前提条件＞
・運転士が1人でも運行できるダイヤ設定とする
・JR長岡京駅から大山崎営業所までの回送は片道20分を見込む
・休憩時間は大山崎営業所で30分、1時間確保する
・現利用者への影響を考慮し、最小限のダイヤ変更に留める

はっぴぃバス運行間隔の変更（R7.3実施）
③サービス拡充の可能性について 関連資料

＜第6回地域公共交通協議会資料より＞



はっぴぃバス「西の京」バス停移設

西ノ京・バス停
（移設前）

「今里」方面

「角宮神社前」方面

「滝ノ町」方面

1616

西の京・南行き

西の京・北行き

令和7年3月より移設

移設前 移設後

1日あたり運行便数 8 16

③サービス拡充の可能性について 関連資料



未運行地域について
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市街化区域
面積

公共交通
空白地域面積

解消率

958ha 111ha 88.4%

未運行地域の検証①
（バス停のないエリア）

はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス西コース
はっぴぃバス北西コース

未運行地域の検証②
（空白地を含むエリア）

③サービス拡充の可能性について 関連資料
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未運行地域の検証①

路線バス
はっぴぃバス北東コース
はっぴぃバス北西コース
バス停

・ルートの問題：道路の狭あいな箇所、入っても抜けられない、
既存ルートの変更は運行時間・便数の変更やバス停廃止等が必要

・定時性の問題：狭あい、幅員の割に交通量が多い
・安全性の問題：狭あい、交通量、歩道未整備箇所
・運転士不足の問題：ルートの新設を含む増便には運転士が不足

マイクロバス運行の課題

③サービス拡充の可能性について 関連資料
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未運行地域の検証②

・ルートの問題：道路の狭あいな箇所、入っても抜けられない、
既存ルートの変更は運行時間・便数の変更かバス停廃止等が必要

・定時性・安全性の問題：狭あい
・運転士不足の問題：ルートの新設を含む増便には運転士が不足

路線バス
はっぴぃバス北東コース
バス停

マイクロバス運行の課題

③サービス拡充の可能性について 関連資料



20

地域の輸送資源
「長岡京市地域公共交通計画」より（P.28）

・「竹寿苑」は「健幸
すぽっと」として移転
開業し、送迎バスは
「おでかけいけるん号」
として運行中。

③サービス拡充の可能性について 関連資料
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旅客自動車運送事業について
国土交通省作成資料より

③サービス拡充の可能性について 関連資料
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旅客自動車運送事業について
国土交通省作成資料より

③サービス拡充の可能性について 関連資料
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タクシーの活用事例
③サービス拡充の可能性について 関連資料
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運行の変遷・利用者数の推移

運行開始から年数の経過とともに変化してきている。特に令和4年6月の
3ルート化等により大きな変化⇒年々、運行の重要性を増している。

はっぴぃバスのこれまでの運行の変遷

平成18年10月
運行開始

車両の大型化
デザイン一新

年間利用者数
5万人を突破

鈴谷口バス停
運行開始

3ルート運行開始
京都済生会病院への
乗り入れ・運賃無料化

年間利用者数
6万人を突破

令和7年3月
運行間隔の
見直し

④利用者増の取り組みについて 関連資料
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京都済生会病院無料乗車利用の推移
④利用者増の取り組みについて 関連資料

・京都済生会病院利用の
無料乗車利用者数は
増加傾向にある。14,052

20,080
20,778



モビリティ・マネジメントの取り組み

26

市広報誌 令和３年８月号掲載 市広報誌 令和３年１０月号掲載

【参考】MM（モビリティ・マネジメント）とは

渋滞や環境、あるいは個人の健康等の問題に配慮して、過度に自動車に頼る状態から公共交通や自転
車などを『かしこく』使う方向へと自発的に転換することを促す、一般の人々や様々な組織・地域を
対象としたコミュニケーションを中心とした持続的な一連の取り組みのことを意味します。

＜第23回地域公共交通会議資料より＞

④利用者増の取り組みについて 関連資料
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